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昨今、サーバー仮想化や VDI（デスクトップ仮想化：Virtual	Desktop	 Infrastructure）
など、仮想化環境を運用する企業が増えています。しかし、管理工数などを含めたコ
スト削減を期待して導入したものの、かえって増加してしまうということも少なくありま
せん。
	
そこで本資料では、仮想環境でどのように TCO（Total	Cost	of	Ownership: システムの
導入から運用まで、すべてにわたり発生するコスト）削減を考えるべきか、その基本的
な考え方を紹介するとともに、計算に活用できるシートを用意しました。
	
仮想化環境の運用で生じるコスト削減を考える情報システム部門などのサーバー運用
管理者、担当者の方はぜひ、本資料をコスト削減にお役立てください。
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第1章

なぜ、仮想化したのにコスト削減できない？
コスト削減や業務効率化を期待して仮想化環境を構築したものの、「サーバー・ストレージ構築や運

用に予想以上の工数がかかる」「思っていたように、システム拡張が進まなかった」「予期せぬ障害

や計画停止により、ビジネス機会を損失している」という課題を抱える企業も少なくありません。

なぜ、仮想化してもコスト削減できていないのか…まずは下記のモデルケースにて、その実情を見

てみましょう。

仮想化環境を導入したものの、運用の効率化やコスト削減が実現できないという
ケースも少なくないようです。この章では、仮想化したものの、依然として TCO を
削減しきれないという課題について詳しく見てみましょう。

仮想化環境でなぜ、
TCO 削減が課題となるのか？

第 1章 「直接コスト」と「間接コスト」の 損得計算シート仮想化環境でなぜ、TCO削減が課題となるのか？

事例１　サーバー仮想化に取り組んだ A 社の場合

運用管理の効率化を期待してデータセンター内にサーバー
仮想化環境を構築した A 社。しかし、ブレードサーバー、
SAN ストレージなど、仮想と物理両面の運用や監視が複
雑になってしまったことに加え、保守費用、ラック費用な

どもかかってしまいます。意外に構築、運用にコストがか
かることがわかり、リプレイスのタイミングでは何とか削
減する方法を見つけなければ…と考えています。

事例 2　VDI に取り組む B 社の場合

ワークスタイル多様化への対応や業務効率化を目指して、
VDI の導入を開始した B 社。「将来性、VDI の導入するた
めに拡張可能な方がいい」と考えて、拡張に耐えられるハ
イスペックモデルを選定し、VDI 環境を構築しました。
 しかし、VDI は思うように拡張が進まず、初期に買った

構成から思ったほどは拡張していません。ハイスペックモ
デルを購入したために本来、支払わなくても良いランニン
グコストを支出し続けざるを得ない状況に陥ってしまいま
した。

事例 3　EC サイトを運営している C 社の場合

ある EC サイトを運営している C 社。定期的なメンテナン
スや予期せぬ障害により、EC サイトを停止する時間が生
じてしまうことが課題の１つに。繁忙期やキャンペーン期
間にサイトが止まってしまうと、大きな売上損失につなが
りかねません。また、障害対応に関わるコストも発生して

しまいます。
「24 時間 365 日」のサービス提供が当然と考えられている

EC サイトで、ビジネス機会損失や顧客離れという「コス
ト損失」を防ぎたいと考えています。
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「その場限りのコスト削減」は失敗のもと
前ページの事例で見てきたように、仮想化環境の構築では、意外なコストがかかってしまうことが

わかります。

その中でもよくありがちなのが、サーバー、ストレージ、ネットワークといった、「導入コスト」ば

かりに目が行ってしまうこと。しかし、仮想化されたサーバー環境やデスクトップ環境を運用する

場合には、「データセンターコスト」や、保守・監視、ダウンタイムの発生によるビジネス損失といっ

た「間接コスト」も発生します。また一方で、 「長期間使うものだから」と、大きく投資してしまう

こともまた、失敗の一因となることでしょう。

一時的な視点に立つのではなく、長期的に考えて仮想化環境の構築を進めることが重要です。

仮想化でのコスト削減はTCOを意識するべき

単に導入から１年程度の期間だけでコストを把握するべきではなく、少なくとも数年間の利用を前

提に考えるべきです。そのため、仮想化によるコスト削減を検討する上では「製品コスト」や「デー

タセンターコスト」などの「直接コスト」だけではなく「間接コスト」も考慮することが重要です。

加えて、3年後や5年後を見据えたTCO削減を念頭に置く必要があります。「製品コスト」だけではな

く、導入後に生じる「保守・監視コスト」「ダウンタイムの発生によるビジネス時間の損失」をも考

慮しなければ、仮想化によってコストが増大してしまう可能性が高いからです。

そこで次章では、TCO削減を実現するために、どのようにすべきなのか、仮想化基盤という観点か

ら考えていきましょう。

TCOの考え方について詳細は次章へ

第 1章 「直接コスト」と「間接コスト」の 損得計算シート仮想化環境でなぜ、TCO削減が課題となるのか？

【 TCO 】 
TCO とは、Total Cost of Ownership の略語で、シ
ステムの導入から運用まで、すべてにわたり発生す
るコストを指します。

「コスト削減」を考える場合に、単にシステム導入
費や毎月のライセンス費など製品やサービスに関す
るコストだけではなく、システムの運用やサポート
などで担当者が対応に当たった分のコスト、さらに
はシステム停止の際の損失利益までも含めて考える
必要があります。
この TCO を削減することはまた、スタッフの「時間」
を生み出し ROI を向上させることでもあり、TCO
削減はコアビジネスに注力する上でも重視されるよ
うになっています。

【 直接コスト 】
製品・サービスの購入や運用に直接的に関わるコ
スト。本資料では、サーバーなど機器の購入とそ
のサポート、SI に関する費用、データセンター利
用時のラック費用、電気料金などを指しています。

【 間接コスト 】
製品・サービスの構築や運用にかかる人的な費用
や経費、損失費用など。本資料では、構築工数、
サポート担当者のコスト、さらにはシステム停止時
に損失すると考えられる利益などを間接コストとし
ています。「見えないコスト」と呼ばれる場合もあ
ります。
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